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研究成果の概要（和文）：　国外に大量に存在する日本古典籍は、未整理で放置されているものがある。本研究
は、未整理であったホノルル美術館リチャード・レインコレクションの日本古典籍の調査を行い、珍しい本に関
する研究を行った。また、未整理であったイタリアの４箇所に存在する日本古典籍の調査を行い、その目録を作
成した。そして４つの目録には、書名索引をつけた。また珍しい本の紹介と研究も行った。
　それらの場所の日本文学研究者を対象として、日本古典籍に関する研究発表を行った。また、その場所に近い
大学の学生や学芸員に、日本古典籍に関する基本的な講習会も実施した。そしてそれらの大学と、交流協定を結
んだ。

研究成果の概要（英文）：There are a large number of Japanese classical books that exist outside 
Japan, but some are left unorganized. In this study, we conducted a survey of the Japanese classic 
books of the Richard Rain Collection, which had not been organized yet, and conducted research on 
rare books. In addition, we conducted a survey of the Japanese classical books existing in four 
places in Italy, which had not been sorted out, and made a list of them. And the four catalogs have 
a title index. We also introduced and studied rare books.
We made a research presentation on Japanese classical books for researchers of Japanese literature 
in those places. We also held a basic seminar on classical Japanese books for students and curators 
at universities near the site. And made exchange agreements with those universities.

研究分野： 日本文学
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ネ東洋美術館　日本古典籍目録　イタリア在日本古典籍　日本古典籍の調査

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本の文化遺産である浮世絵と絵入り本は、その多くが海外に存在する。それらの在外資料は、浮世絵は明ら
かになっているが、絵入り本に関しては放置されている。本研究はそうした在外絵入り本に関して、イタリア4
箇所の日本古典籍を調査して目録を作成し、またホノルル美術館リチャード・レインコレクションの調査を重
ね、その中の重要な書物に関する研究を明らかにしたものである。イタリアの4箇所の目録には、共通した書名
索引もつけた。
　また、所蔵先の学芸員や近隣大学の研究者・大学院生を対象として、日本古典籍に関する研究会や講義も開催
し、大変好評であった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 
 日本の誇るべき文化遺産である浮世絵と絵入り本は、その多くがヨーロッパやアメリカに存
在する。ゴッホやモネへの影響などから、在外浮世絵は早くから注目され、在外浮世絵を対象と
する美術書の出版も数多くなされている。 
その一方で在外絵入り本に対する社会の関心は薄く、整理も調査もされていない箇所も少な

くない。日本古典籍は、変体仮名で書かれているため、海外学芸員には内容を理解するのは難し
く、整理も調査も進まない箇所が多いのである。そのため在外絵入り本は、売却されたり、廃棄
される場合もある。 
在外日本古典籍の中には、日本国内では見られない貴重なものも含まれており、これらを研究

対象にすることは、日本古典籍研究においては必要不可欠なことである。場合によっては、現在
の文学研究・美術研究を塗り替えるような発見があることもある。そして同時に、海外で所蔵さ
れている日本古典籍を、調査・整理し、それを題材とするシンポジウムを開催することにより、
現地における日本文化伝達のツールとなり、世界に於ける日本古典籍の存在意義を高めること
にもなる。 
 
 
２．研究の目的 
 
詳細が明らかになっていない在外絵入り本について、特にイタリアのジェノバ市キオッソー

ネ東洋美術館をはじめ、ローマのサレジオ大学マリオ・マレガ文庫、ナポリ国立図書館ルッケー
ジ・パッリ文庫、ヴェネチア東洋美術館の、4 箇所に所蔵される日本古典籍の整理と調査を行っ
て目録を作成する。そしてその中の稀覯本については、書誌や版種などを明らかにし、その古典
籍の意義を明確にする。また、ハワイのホノルル美術館リチャード・レインコレクションの日本
古典籍を整理・調査する中で発見した稀覯本を対象として、書誌等を明らかにし、その上で本文
や挿し絵を研究する。 
そして文学研究・美術研究及び出版の観点から、分野を超えた共同研究を行い、日本古典籍研

究の新たな視点を開拓する。またそれらの共同研究会には、イタリアやアメリカの日本文学研究
者の参加を促し、特に所蔵国大学の若手研究者に、研究方法などを示すことにより、現地の日本
古典籍に対する興味関心と研究対象としての可能性を示すことが目的である。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、次のような方法で実行される。 
① 在外日本古典籍資料の調査・収集(デジタル写真撮影)。日本古典籍が所蔵され未整理である
文庫に、何人かの研究者が調査隊を組んで出かけ、書誌カードを取る。その調査結果に基づき、
日本古典籍目録を作成する。目録作成の過程で、多くの参考文献に基づき、書誌的事項などの調
査を並行して行うことにより、調査先に再度赴いての確認、訂正、加筆を行う。なお、この作業
には膨大な労力を要するが、研究代表者は 1998 年度より約 20年以上、この作業を続けており、
既に在伊日本古典籍目録集成は完成の域に近づいている。 
 
② 個別研究の実施。調査を行う中で、科研分担者や協力者である調査員は、それぞれの専門分
野に応じて新しい発見をする場合がある。毎年の調査と並行して、調査員は個別に各自の研究を
深めていくことになる。 
 
③ 各調査員の発見や研究を、共通認識のものとするために、文学・美術・出版からの総合的共
同研究会を 1年に 1度実施する。そこでの発表は各自が雑誌等に載せても構わないが、共同研究
会にての発表を経てからのものとする。なお、未調査文庫の調査過程での発見は、様々な調査グ
ループが混在する中では、その発見・発表を廻り争いになる可能性もあるため、分かる限りの他
の調査グループに事前に相談した上で、公開発表するものとする。 
 
④ 本研究による成果発表は、在伊日本古典籍目録集成の作成と書名索引作成、在外絵入り本に
関する研究成果の発表(研究成果物の出版)という方法で実施される。また、追加資料の調査を行
い、目録内容を追加して完成させたマリオ・マレガ文庫目録は、サレジオ大学の許可を得て国文
学研究資料館 HPより公開する。 



 
 
４．研究成果 
 
 研究成果報告書『在外絵入り本 研究と目録』(2019 年 10 月刊、三弥井書店、385 頁)を出版
し、4 箇所の在伊日本古典籍目録の集成を完成させ、全所蔵箇所の書名索引を作成した。更に、
ホノルル美術館リチャード・レインコレクションの稀覯本を中心とする研究論文を 7 本掲載し
た。この研究成果報告書を出版するにあたり、先行してリチャード・レインコレクションの調査
に入っていた九州大学を中心とするメンバーには、事前にその発表内容について相談、了解を得
てから行った。そして、その成果物は国内の関係研究者、在外日本古典籍所蔵箇所、在外日本古
典籍所蔵国の研究者、在外日本古典籍を専門とする研究者に広く配布した。特に在外日本古典籍
所蔵国の大学図書館に備えて貰うように送付した。 
 イタリア、ローマのサレジオ大学マリオ・マレガ文庫の日本古典籍調査を完成させ、追加資料
に関しても、整理・調査を行った。更にその日本古典籍目録は、サレジオ大学の許可を得て国文
学研究資料館 HP より公開した。また、イタリアの日本文学研究者達とともに、マリオ・マレガ
文庫での共同研究会を開催し、稀覯本である絵入り本に関する研究発表を行って日本古典籍の
魅力を紹介した。 
 ホノルル美術館リチャード・レインコレクションの日本古典籍調査を行い、それを活用して現
地日本文学研究者達への還元を行った。具体的には、ハワイ大学の教職員や大学院生及びアメリ
カ・カナダから参加した日本文学研究者達を対象として、国際共同研究会を開催し、レインコレ
クション稀覯本を用いたプレゼンテーションを行った。これらの研究成果の現地での還元は大
変好評であり、調査隊はハワイの日本大使館からの招待を受け、賞揚された。 
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